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【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ピコルナウイルス科ウイルス感染症を改善または治療するための、以下の構造を有する
式（Ｉ）の化合物またはその薬剤的に許容できる塩を含有する医薬組成物であって、
【化１】

　式中、
　Ｂ１Ａは、所望により置換されたヘテロ環式塩基または保護アミノ基を有する所望によ
り置換されたヘテロ環式塩基であり；

【化２】

が共に不在である場合、Ｚ１は不在であり、Ｏ１はＯＲ１Ａであり、
Ｒ２Ａは、非置換Ｃ２－４アルキルまたは－（ＣＨ２）１－６Ｆであり、Ｒ５Ａは、ハロ
、ＯＨ、所望により置換されたＣ１－６アルキル、所望により置換されたＣ２－６アルケ
ニルおよび所望により置換されたＣ２－６アルキニルからなる群から選択され、または、
Ｒ２Ａは、ハロ、非置換Ｃ２－４アルケニル、-ＣＨＦ２、-（ＣＨ２）１－６Ｃｌ、-（
ＣＨ２）１－６Ｎ３、-（ＣＨ２）１－６ＮＨ２または-ＣＮであり、Ｒ５Ａは、Ｈ、ハロ
、ＯＨ、所望により置換されたＣ１－６アルキル、所望により置換されたＣ２－６アルケ
ニルおよび所望により置換されたＣ２－６アルキニルからなる群から選択され、
Ｒ３ＡはＨ、ハロ、ＯＨ、-ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ”Ａおよび所望により置換されたＯ結合型ア
ミノ酸からなる群から選択され、Ｒ４ＡはＯＨ、ハロ、Ｎ３、-ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ”Ｂ、所
望により置換されたＯ結合型アミノ酸およびＮＲ”Ｂ１Ｒ”Ｂ２からなる群から選択され
、あるいは、Ｒ３ＡおよびＲ４Ａは共にカルボニルを介して連結された酸素原子であるこ
とで５員環を形成し；

【化３】

がそれぞれ単結合である場合、Ｚ１は

【化４】

であり、Ｏ１はＯであり、Ｒ２Ａは、ハロ、-ＣＨＦ２、-（ＣＨ２）１－６Ｆ、-（ＣＨ
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２）１－６Ｃｌ、-（ＣＨ２）１－６Ｎ３、-（ＣＨ２）１－６ＮＨ２または-ＣＮであり
、Ｒ３ＡはＯであり；Ｒ４Ａは、ＯＨ、ハロ、Ｎ３、-ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ”Ｂ、所望により
置換されたＯ結合型アミノ酸およびＮＲ”Ｂ１Ｒ”Ｂ２からなる群から選択され；Ｒ５Ａ

は、Ｈ、ハロ、ＯＨ、所望により置換されたＣ１－６アルキル、所望により置換されたＣ

２－６アルケニルおよび所望により置換されたＣ２－６アルキニルからなる群から選択さ
れ、Ｒ１ＢはＯ－、ＯＨ、-Ｏ-所望により置換されたＣ１－６アルキル、
【化５】

からなる群から選択され；
　Ｒａ１およびＲａ２は独立して水素または重水素であり；
　ＲＡは水素、重水素、非置換Ｃ１－３アルキル、非置換Ｃ２－４アルケニル、非置換Ｃ

２－３アルキニルまたはシアノであり；
　Ｒ１Ａは水素、所望により置換されたアシル、所望により置換されたＯ結合型アミノ酸
、

【化６】

からなる群から選択され；
　Ｒ６Ａ、Ｒ７ＡおよびＲ８Ａは独立して、不在、水素、所望により置換されたＣ１－２

４アルキル、所望により置換されたＣ２－２４アルケニル、所望により置換されたＣ２－

２４アルキニル、所望により置換されたＣ３－６シクロアルキル、所望により置換された
Ｃ３－６シクロアルケニル、所望により置換されたアリール、所望により置換されたヘテ
ロアリール、所望により置換されたアリール（Ｃ１－６アルキル）、所望により置換され
た＊-（ＣＲ１５ＡＲ１６Ａ）ｐ-Ｏ-Ｃ１－２４アルキル、所望により置換された＊-（Ｃ
Ｒ１７ＡＲ１８Ａ）ｑ-Ｏ-Ｃ１－２４アルケニル、
【化７】

からなる群から選択され；あるいは
　Ｒ６Ａは
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【化８】

であり、Ｒ７Ａは不在または水素であり；あるいは
　Ｒ６ＡおよびＲ７Ａは一緒になって、所望により置換された
【化９】

および所望により置換された
【化１０】

からなる群から選択される部分を形成し、Ｒ６ＡおよびＲ７Ａに連結された酸素、リン並
びに前記部分は６員～１０員の環系を形成し；
　Ｒ９Ａは、所望により置換されたＣ１－２４アルキル、所望により置換されたＣ２－２

４アルケニル、所望により置換されたＣ２－２４アルキニル、所望により置換されたＣ３

－６シクロアルキル、所望により置換されたＣ３－６シクロアルケニル、ＮＲ３０ＡＲ３

１Ａ、所望により置換されたＮ結合型アミノ酸および所望により置換されたＮ結合型アミ
ノ酸エステル誘導体からなる群から選択され；
　Ｒ１０ＡおよびＲ１１Ａは独立して、所望により置換されたＮ結合型アミノ酸または所
望により置換されたＮ結合型アミノ酸エステル誘導体であり；
　Ｒ１２ＡおよびＲ１３Ａは独立して不在または水素であり；
　Ｒ１４ＡはＯ－、ＯＨまたはメチルであり；
　各Ｒ１５Ａ、各Ｒ１６Ａ、各Ｒ１７Ａおよび各Ｒ１８Ａは独立して、水素、所望により
置換されたＣ１－２４アルキルまたはアルコキシであり；
　Ｒ１９Ａ、Ｒ２０Ａ、Ｒ２２ＡおよびＲ２３Ａは独立して、水素、所望により置換され
たＣ１－２４アルキルおよび所望により置換されたアリールからなる群から選択され；
　Ｒ２１Ａは、水素、所望により置換されたＣ１－２４アルキル、所望により置換された
アリール、所望により置換された-Ｏ-Ｃ１－２４アルキル、所望により置換された-Ｏ-ア
リール、所望により置換された-Ｏ-ヘテロアリールおよび所望により置換された-Ｏ-単環
式ヘテロシクリルからなる群から選択され；
　Ｒ２４Ａは、水素、所望により置換されたＣ１－２４アルキル、所望により置換された
アリール、所望により置換された-Ｏ-Ｃ１－２４アルキル、所望により置換された-Ｏ-ア
リール、所望により置換された-Ｏ-ヘテロアリール、所望により置換された-Ｏ-単環式ヘ
テロシクリルおよび
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【化１１】

からなる群から選択され；
　Ｒ２５ＡおよびＲ２９Ａは独立して、水素、所望により置換されたＣ１－２４アルキル
および所望により置換されたアリールからなる群から選択され；
　Ｒ２７Ａ１およびＲ２７Ａ２は独立して、
【化１２】

、所望により置換されたＣ２－８オルガニルカルボニル、所望により置換されたＣ２－８

アルコキシカルボニルおよび所望により置換されたＣ２－８オルガニルアミノカルボニル
からなる群から選択され；
　Ｒ２８Ａは、水素、所望により置換されたＣ１－２４アルキル、所望により置換された
Ｃ２－２４アルケニル、所望により置換されたＣ２－２４アルキニル、所望により置換さ
れたＣ３－６シクロアルキルおよび所望により置換されたＣ３－６シクロアルケニルから
なる群から選択され；
　Ｒ３０ＡおよびＲ３１Ａは独立して、水素、所望により置換されたＣ１－２４アルキル
、所望により置換されたＣ２－２４アルケニル、所望により置換されたＣ２－２４アルキ
ニル、所望により置換されたＣ３－６シクロアルキル、所望により置換されたＣ３－６シ
クロアルケニルおよび所望により置換されたアリール（Ｃ１－４アルキル）からなる群か
ら選択され；
　Ｒ”Ａおよび各Ｒ”Ｂは独立して、所望により置換されたＣ１－２４アルキルであり；
　各Ｒ”Ｂ１および各Ｒ”Ｂ２は独立して、水素または所望により置換されたＣ１－６ア
ルキルであり；
　Ｒ２Ｂ、Ｒ３Ｂ、Ｒ５ＢおよびＲ６Ｂは独立して、水素または所望により置換されたＣ

１－２４アルキルであり；
　Ｒ４ＢおよびＲ７Ｂは独立して、水素、所望により置換されたＣ１－２４アルキル、所
望により置換されたアリール、所望により置換された-Ｏ-Ｃ１－２４アルキル、所望によ
り置換された-Ｏ-アリール、所望により置換された-Ｏ-ヘテロアリールおよび所望により
置換された-Ｏ-単環式ヘテロシクリルからなる群から選択され；
　ｍは０または１であり；
　ｐおよびｑは独立して１、２または３であり；
　ｒおよびｓは独立して０、１、２または３であり；
　ｔは１または２であり；
　Ｚ１Ａ、Ｚ２Ａ、Ｚ３Ａ、Ｚ４Ａ、Ｚ１ＢおよびＺ２Ｂは独立してＯまたはＳである、
　前記医薬組成物。
【請求項２】
　フラビウイルス科ウイルス感染症を改善または治療するための、以下の構造を有する式
（Ｉ）の化合物またはその薬剤的に許容できる塩を含有する医薬組成物であって、
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【化１３】

　式中、
　Ｂ１Ａは、所望により置換されたヘテロ環式塩基または保護アミノ基を有する所望によ
り置換されたヘテロ環式塩基であり；
【化１４】

が共に不在である場合、Ｚ１は不在であり、Ｏ１はＯＲ１Ａであり、
Ｒ２Ａは、ハロ、非置換Ｃ２－４アルキル、非置換Ｃ２－４アルケニル、-（ＣＨ２）１

－６Ｆまたは-ＣＮであり、Ｒ５Ａは、ＯＨ、所望により置換されたＣ１－６アルキル、
所望により置換されたＣ２－６アルケニルおよび所望により置換されたＣ２－６アルキニ
ルからなる群から選択され、または、Ｒ２Ａは、-ＣＨＦ２、-（ＣＨ２）１－６Ｃｌ、-
（ＣＨ２）１－６Ｎ３または-（ＣＨ２）１－６ＮＨ２であり、Ｒ５Ａは、Ｈ、ハロ、Ｏ
Ｈ、所望により置換されたＣ１－６アルキル、所望により置換されたＣ２－６アルケニル
および所望により置換されたＣ２－６アルキニルからなる群から選択され、
Ｒ３ＡはＨ、ハロ、ＯＨ、-ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ”Ａおよび所望により置換されたＯ結合型ア
ミノ酸からなる群から選択され、Ｒ４ＡはＯＨ、ハロ、Ｎ３、-ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ”Ｂ、所
望により置換されたＯ結合型アミノ酸およびＮＲ”Ｂ１Ｒ”Ｂ２からなる群から選択され
、あるいは、Ｒ３ＡおよびＲ４Ａは共にカルボニルを介して連結された酸素原子であるこ
とで５員環を形成し；

【化１５】

がそれぞれ単結合である場合、Ｚ１は
【化１６】

であり、Ｏ１はＯであり、Ｒ２Ａは、ハロ、-ＣＨＦ２、-（ＣＨ２）１－６Ｆ、-（ＣＨ

２）１－６Ｃｌ、-（ＣＨ２）１－６Ｎ３、-（ＣＨ２）１－６ＮＨ２または-ＣＮであり
、Ｒ３ＡはＯであり；Ｒ４Ａは、ＯＨ、ハロ、Ｎ３、-ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ”Ｂ、所望により
置換されたＯ結合型アミノ酸およびＮＲ”Ｂ１Ｒ”Ｂ２からなる群から選択され；Ｒ５Ａ

は、Ｈ、ハロ、ＯＨ、所望により置換されたＣ１－６アルキル、所望により置換されたＣ

２－６アルケニルおよび所望により置換されたＣ２－６アルキニルからなる群から選択さ
れ、Ｒ１ＢはＯ－、ＯＨ、-Ｏ-所望により置換されたＣ１－６アルキル、
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【化１７】

からなる群から選択され；
　Ｒａ１およびＲａ２は独立して水素または重水素であり；
　ＲＡは水素、重水素、非置換Ｃ１－３アルキル、非置換Ｃ２－４アルケニル、非置換Ｃ

２－３アルキニルまたはシアノであり；
　Ｒ１Ａは水素、所望により置換されたアシル、所望により置換されたＯ結合型アミノ酸
、

【化１８】

からなる群から選択され；
　Ｒ６Ａ、Ｒ７ＡおよびＲ８Ａは独立して、不在、水素、所望により置換されたＣ１－２

４アルキル、所望により置換されたＣ２－２４アルケニル、所望により置換されたＣ２－

２４アルキニル、所望により置換されたＣ３－６シクロアルキル、所望により置換された
Ｃ３－６シクロアルケニル、所望により置換されたアリール、所望により置換されたヘテ
ロアリール、所望により置換されたアリール（Ｃ１－６アルキル）、所望により置換され
た＊-（ＣＲ１５ＡＲ１６Ａ）ｐ-Ｏ-Ｃ１－２４アルキル、所望により置換された＊-（Ｃ
Ｒ１７ＡＲ１８Ａ）ｑ-Ｏ-Ｃ１－２４アルケニル、
【化１９】

からなる群から選択され；あるいは
　Ｒ６Ａは
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【化２０】

であり、Ｒ７Ａは不在または水素であり；あるいは
　Ｒ６ＡおよびＲ７Ａは一緒になって、所望により置換された
【化２１】

および所望により置換された
【化２２】

からなる群から選択される部分を形成し、Ｒ６ＡおよびＲ７Ａに連結された酸素、リン並
びに前記部分は６員～１０員の環系を形成し；
　Ｒ９Ａは、所望により置換されたＣ１－２４アルキル、所望により置換されたＣ２－２

４アルケニル、所望により置換されたＣ２－２４アルキニル、所望により置換されたＣ３

－６シクロアルキル、所望により置換されたＣ３－６シクロアルケニル、ＮＲ３０ＡＲ３

１Ａ、所望により置換されたＮ結合型アミノ酸および所望により置換されたＮ結合型アミ
ノ酸エステル誘導体からなる群から選択され；
　Ｒ１０ＡおよびＲ１１Ａは独立して、所望により置換されたＮ結合型アミノ酸または所
望により置換されたＮ結合型アミノ酸エステル誘導体であり；
　Ｒ１２ＡおよびＲ１３Ａは独立して不在または水素であり；
　Ｒ１４ＡはＯ－、ＯＨまたはメチルであり；
　各Ｒ１５Ａ、各Ｒ１６Ａ、各Ｒ１７Ａおよび各Ｒ１８Ａは独立して、水素、所望により
置換されたＣ１－２４アルキルまたはアルコキシであり；
　Ｒ１９Ａ、Ｒ２０Ａ、Ｒ２２ＡおよびＲ２３Ａは独立して、水素、所望により置換され
たＣ１－２４アルキルおよび所望により置換されたアリールからなる群から選択され；
　Ｒ２１Ａは、水素、所望により置換されたＣ１－２４アルキル、所望により置換された
アリール、所望により置換された-Ｏ-Ｃ１－２４アルキル、所望により置換された-Ｏ-ア
リール、所望により置換された-Ｏ-ヘテロアリールおよび所望により置換された-Ｏ-単環
式ヘテロシクリルからなる群から選択され；
　Ｒ２４Ａは、水素、所望により置換されたＣ１－２４アルキル、所望により置換された
アリール、所望により置換された-Ｏ-Ｃ１－２４アルキル、所望により置換された-Ｏ-ア
リール、所望により置換された-Ｏ-ヘテロアリール、所望により置換された-Ｏ-単環式ヘ
テロシクリルおよび
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【化２３】

からなる群から選択され；
　Ｒ２５ＡおよびＲ２９Ａは独立して、水素、所望により置換されたＣ１－２４アルキル
および所望により置換されたアリールからなる群から選択され；
　Ｒ２７Ａ１およびＲ２７Ａ２は独立して、

【化２４】

 、所望により置換されたＣ２－８オルガニルカルボニル、所望により置換されたＣ２－

８アルコキシカルボニルおよび所望により置換されたＣ２－８オルガニルアミノカルボニ
ルからなる群から選択され；
　Ｒ２８Ａは、水素、所望により置換されたＣ１－２４アルキル、所望により置換された
Ｃ２－２４アルケニル、所望により置換されたＣ２－２４アルキニル、所望により置換さ
れたＣ３－６シクロアルキルおよび所望により置換されたＣ３－６シクロアルケニルから
なる群から選択され；
　Ｒ３０ＡおよびＲ３１Ａは独立して、水素、所望により置換されたＣ１－２４アルキル
、所望により置換されたＣ２－２４アルケニル、所望により置換されたＣ２－２４アルキ
ニル、所望により置換されたＣ３－６シクロアルキル、所望により置換されたＣ３－６シ
クロアルケニルおよび所望により置換されたアリール（Ｃ１－４アルキル）からなる群か
ら選択され；
　Ｒ”Ａおよび各Ｒ”Ｂは独立して、所望により置換されたＣ１－２４アルキルであり；
　各Ｒ”Ｂ１および各Ｒ”Ｂ２は独立して、水素または所望により置換されたＣ１－６ア
ルキルであり；
　Ｒ２Ｂ、Ｒ３Ｂ、Ｒ５ＢおよびＲ６Ｂは独立して、水素または所望により置換されたＣ

１－２４アルキルであり；
　Ｒ４ＢおよびＲ７Ｂは独立して、水素、所望により置換されたＣ１－２４アルキル、所
望により置換されたアリール、所望により置換された-Ｏ-Ｃ１－２４アルキル、所望によ
り置換された-Ｏ-アリール、所望により置換された-Ｏ-ヘテロアリールおよび所望により
置換された-Ｏ-単環式ヘテロシクリルからなる群から選択され；
　ｍは０または１であり；
　ｐおよびｑは独立して１、２または３であり；
　ｒおよびｓは独立して０、１、２または３であり；
　ｔは１または２であり；
　Ｚ１Ａ、Ｚ２Ａ、Ｚ３Ａ、Ｚ４Ａ、Ｚ１ＢおよびＺ２Ｂは独立してＯまたはＳであり、
　ただし、式（Ｉ）の化合物またはその薬剤的に許容できる塩は、
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【化２５】
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、または上記の薬剤的に許容できる塩からなる群から選択され得ない、前記医薬組成物。
【請求項３】
　Ｒ２Ａがハロであり、Ｒ５Ａは、ＯＨ、所望により置換されたＣ１－６アルキル、所望
により置換されたＣ２－６アルケニル、または所望により置換されたＣ２－６アルキニル
である、請求項１または２に記載の医薬組成物。
【請求項４】
　Ｒ２Ａが非置換Ｃ１－４アルキルまたは非置換Ｃ２－４アルケニルであり、Ｒ５Ａは、
ＯＨ、所望により置換されたＣ１－６アルキル、所望により置換されたＣ２－６アルケニ
ル、または所望により置換されたＣ２－６アルキニルである、請求項１または２に記載の
医薬組成物。
【請求項５】
　Ｒ２Ａが－ＣＨＦ２、-（ＣＨ２）１－６Ｃｌ、-（ＣＨ２）１－６Ｎ３、または-（Ｃ
Ｈ２）１－６ＮＨ２であり、Ｒ５ＡがＨである、請求項１または２に記載の医薬組成物。
【請求項６】
　Ｒ２Ａが－ＣＨＦ２、-（ＣＨ２）１－６Ｃｌ、-（ＣＨ２）１－６Ｎ３、または-（Ｃ
Ｈ２）１－６ＮＨ２であり、Ｒ５Ａがハロである、請求項１または２に記載の医薬組成物
。
【請求項７】
　Ｒ２Ａが－（ＣＨ２）１－６Ｆであり、Ｒ５Ａは、ＯＨ、所望により置換されたＣ１－

６アルキル、所望により置換されたＣ２－６アルケニル、または所望により置換されたＣ

２－６アルキニルである、請求項１または２に記載の医薬組成物。
【請求項８】
　Ｒ２Ａが－ＣＮであり、Ｒ５Ａは、ＯＨ、所望により置換されたＣ１－６アルキル、所
望により置換されたＣ２－６アルケニル、または所望により置換されたＣ２－６アルキニ
ルである、請求項１または２に記載の医薬組成物。
【請求項９】
　Ｒ４ＡがＯＨ、-ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ”Ｂ、または所望により置換されたＯ結合型アミノ酸
である、請求項１～８のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項１０】
　Ｒ４Ａがハロ、Ｎ３、またはＮＲ”Ｂ１Ｒ”Ｂ２である、請求項１～８のいずれか一項
に記載の医薬組成物。
【請求項１１】
　Ｒ１Ａが水素である、請求項１～１０のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項１２】
　Ｒ１Ａが所望により置換されたアシルまたは所望により置換されたＯ結合型アミノ酸で
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ある、請求項１～１０のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項１３】
　Ｒ１Ａが
【化２６】

 である、請求項１～１０のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項１４】
　Ｒ６Ａが
【化２７】

であり、Ｒ７Ａが不在または水素であり、ｍが０または１である、請求項１３に記載の医
薬組成物。
【請求項１５】
　Ｒ６ＡおよびＲ７Ａが独立して、所望により置換されたＣ１－２４アルキル、所望によ
り置換されたＣ２－２４アルケニル、所望により置換されたＣ２－２４アルキニル、所望
により置換されたＣ３－６シクロアルキル、所望により置換されたＣ３－６シクロアルケ
ニル、所望により置換されたアリール、所望により置換されたヘテロアリール、所望によ
り置換されたアリール（Ｃ１－６アルキル）である、または、
　Ｒ６ＡおよびＲ７Ａは独立して、所望により置換された＊-（ＣＲ１５ＡＲ１６Ａ）ｐ-
Ｏ-Ｃ１－２４アルキル、または所望により置換された＊-（ＣＲ１７ＡＲ１８Ａ）ｑ-Ｏ-
Ｃ１－２４アルケニルである、または
　Ｒ６ＡおよびＲ７Ａは独立して、
【化２８】

であり、または、
　Ｒ６ＡおよびＲ７Ａは独立して、



(22) JP 2016-536288 A5 2017.12.14

【化２９】

であり、または、
　Ｒ６ＡおよびＲ７Ａは一緒になって、所望により置換された
【化３０】

および所望により置換された
【化３１】

からなる群から選択される部分を形成し、Ｒ６ＡおよびＲ７Ａに連結された酸素、リン並
びに前記部分は６員～１０員の環系を形成する、請求項１３に記載の医薬組成物。
【請求項１６】
　Ｒ８Ａが所望により置換されたアリールまたは所望により置換されたヘテロアリールで
あり、Ｒ９Ａが所望により置換されたＮ結合型アミノ酸または所望により置換されたＮ結
合型アミノ酸エステル誘導体である、または、
　Ｒ８Ａが所望により置換されたアリールまたは所望により置換されたヘテロアリールで
あり、Ｒ９Ａが
【化３２】

であり、式中、Ｒ３３Ａが水素、所望により置換されたＣ１－６アルキル、所望により置
換されたＣ３－６シクロアルキル、所望により置換されたアリール、所望により置換され
たアリール（Ｃ１－６アルキル）および所望により置換されたハロアルキルからなる群か
ら選択され；Ｒ３４Ａが水素、所望により置換されたＣ１－６アルキル、所望により置換
されたＣ１－６ハロアルキル、所望により置換されたＣ３－６シクロアルキル、所望によ
り置換されたＣ６アリール、所望により置換されたＣ１０アリールおよび所望により置換
されたアリール（Ｃ１－６アルキル）からなる群から選択され；Ｒ３５Ａが水素または所
望により置換されたＣ１－４アルキルであり；あるいは、Ｒ３４ＡおよびＲ３５Ａが一緒
になって所望により置換されたＣ３－６シクロアルキルを形成しており、好ましくは、Ｒ
９Ａが
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【化３３】

からなる群から選択される、請求項１３に記載の医薬組成物。
【請求項１７】
　Ｒ１０ＡおよびＲ１１Ａが独立して所望により置換されたＮ結合型アミノ酸または所望
により置換されたＮ結合型アミノ酸エステル誘導体である、または、
　Ｒ１０ＡおよびＲ１１Ａが独立して

【化３４】

であり、式中、Ｒ３６Ａが水素、所望により置換されたＣ１－６アルキル、所望により置
換されたＣ３－６シクロアルキル、所望により置換されたアリール、所望により置換され
たアリール（Ｃ１－６アルキル）および所望により置換されたハロアルキルからなる群か
ら選択され；Ｒ３７Ａが水素、所望により置換されたＣ１－６アルキル、所望により置換
されたＣ１－６ハロアルキル、所望により置換されたＣ３－６シクロアルキル、所望によ
り置換されたＣ６アリール、所望により置換されたＣ１０アリールおよび所望により置換
されたアリール（Ｃ１－６アルキル）からなる群から選択され；Ｒ３８Ａが水素または所
望により置換されたＣ１－４アルキルであり；あるいは、Ｒ３７ＡおよびＲ３８Ａが一緒
になって所望により置換されたＣ３－６シクロアルキルを形成しており、好ましくは、Ｒ
１０ＡおよびＲ１１Ａが独立して
【化３５】

 からなる群から選択される、請求項１３に記載の医薬組成物。
【請求項１８】
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【化３６】

が共に不在であり、Ｚ１が不在であり、Ｏ１がＯＲ１Ａであり、Ｒ３ＡがＨまたはハロで
ある、請求項１～１７のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項１９】

【化３７】

が共に不在であり、Ｚ１が不在であり、Ｏ１がＯＲ１Ａであり、Ｒ３ＡがＯＨ、-ＯＣ（
＝Ｏ）Ｒ”Ａまたは所望により置換されたＯ結合型アミノ酸である、請求項１～１７のい
ずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項２０】
　ＲＡが水素であり、Ｒａ１およびＲａ２が共に水素である、請求項１～１９のいずれか
一項に記載の医薬組成物。
【請求項２１】
　Ｂ１Ａが
【化３８】

からなる群から選択され；
　式中、
　ＲＡ２が水素、ハロゲンおよびＮＨＲＪ２からなる群から選択され、式中、ＲＪ２は水
素、－Ｃ（＝Ｏ）ＲＫ２および－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲＬ２からなる群から選択され；
　ＲＢ２がハロゲンまたはＮＨＲＷ２であり、式中、ＲＷ２は水素、所望により置換され
たＣ１－６アルキル、所望により置換されたＣ２－６アルケニル、所望により置換された
Ｃ３－８シクロアルキル、－Ｃ（＝Ｏ）ＲＭ２および－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲＮ２からなる群か
ら選択され；
　ＲＣ２が水素またはＮＨＲＯ２であり、式中、ＲＯ２は水素、－Ｃ（＝Ｏ）ＲＰ２およ
び－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲＱ２からなる群から選択され；
　ＲＤ２が水素、重水素、ハロゲン、所望により置換されたＣ１－６アルキル、所望によ
り置換されたＣ２－６アルケニルおよび所望により置換されたＣ２－６アルキニルからな
る群から選択され；
　ＲＥ２が水素、ヒドロキシ、所望により置換されたＣ１－６アルキル、所望により置換
されたＣ３－８シクロアルキル、－Ｃ（＝Ｏ）ＲＲ２および－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲＳ２からな
る群から選択され；
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　ＲＦ２が水素、ハロゲン、所望により置換されたＣ１－６アルキル、所望により置換さ
れたＣ２－６アルケニルおよび所望により置換されたＣ２－６アルキニルからなる群から
選択され；
　Ｙ２およびＹ３が独立してＮまたはＣＲＩ２であり、式中、ＲＩ２は水素、ハロゲン、
所望により置換されたＣ１－６アルキル、所望により置換されたＣ２－６アルケニルおよ
び所望により置換されたＣ２－６アルキニルからなる群から選択され；
　Ｗ１がＮＨ、－ＮＣＨ２－ＯＣ（＝Ｏ）ＣＨ（ＮＨ２）－ＣＨ（ＣＨ３）２または－（
ＣＨ２）１－２－Ｏ－Ｐ（＝Ｏ）（ＯＷ１Ａ）２であり、式中、Ｗ１Ａは不在、水素およ
び所望により置換されたＣ１－６アルキルからなる群から選択され；
　ＲＧ２が所望により置換されたＣ１－６アルキルであり；
　ＲＨ２が水素またはＮＨＲＴ２であり、式中、ＲＴ２は独立して水素、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ
Ｕ２および－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲＶ２からなる群から選択され；
　ＲＫ２、ＲＬ２、ＲＭ２、ＲＮ２、ＲＰ２、ＲＱ２　ＲＲ２、ＲＳ２、ＲＵ２およびＲ
Ｖ２が独立して水素、Ｃ１－６アルキル、Ｃ２－６アルケニル、Ｃ２－６アルキニル、Ｃ

３－６シクロアルキル、Ｃ３－６シクロアルケニル、Ｃ６－１０アリール、ヘテロアリー
ル、ヘテロシクリル、アリール（Ｃ１－６アルキル）、ヘテロアリール（Ｃ１－６アルキ
ル）およびヘテロシクリル（Ｃ１－６アルキル）からなる群から選択される、請求項１～
２０のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項２２】
　Ｂ１Ａが
【化３９】

 であり、ＲＢ２がＮＨ２であり、ＲＧ２が非置換のＣ１－６アルキルであり、ＲＨ２が
ＮＨ２である、請求項２１に記載の医薬組成物。
【請求項２３】
　以下の構造を有する式（ＩＩ）の化合物またはその薬剤的に許容できる塩であって、

【化４０】
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　式中、
　Ｂ１Ｃは所望により置換されたヘテロ環式塩基または保護アミノ基を有する所望により
置換されたヘテロ環式塩基であり；
【化４１】

が共に不在である場合、Ｚ２は不在であり、Ｏ２はＯＲ１Ｃであり、
Ｒ２Ｃは、ハロ、非置換Ｃ２－４アルキル、非置換Ｃ２－４アルケニル、－（ＣＨ２）１

－６Ｆ、－（ＣＨ２）１－６Ｎ３、－（ＣＨ２）１－６ＮＨ２または－ＣＮであり；Ｒ５

Ｃは、所望により置換されたＣ１－６アルキル、所望により置換されたＣ２－６アルケニ
ルおよび所望により置換されたＣ２－６アルキニルからなる群から選択され、または、
Ｒ２Ｃは－ＣＨＦ２または－（ＣＨ２）１－６Ｃｌであり；Ｒ５ＣはＨ、ハロ、ＯＨ、所
望により置換されたＣ１－６アルキル、所望により置換されたＣ２－６アルケニルおよび
所望により置換されたＣ２－６アルキニルからなる群から選択され、
Ｒ３ＣはＨ、ハロ、ＯＨ、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ”Ｃおよび所望により置換されたＯ結合型ア
ミノ酸からなる群から選択され、Ｒ４ＣはＯＨ、ハロ、Ｎ３、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ”Ｄ、所
望により置換されたＯ結合型アミノ酸およびＮＲ”Ｄ１Ｒ”Ｄ２からなる群から選択され
、あるいは、Ｒ３ＣおよびＲ４Ｃは共にカルボニルを介して連結された酸素原子であるこ
とで５員環を形成し；
【化４２】

がそれぞれ単結合である場合、Ｚ２は
【化４３】

であり、Ｏ２はＯであり、Ｒ３ＣはＯであり；Ｒ２Ｃは、ハロ、－ＣＨ２Ｆ、－（ＣＨ２

）１－６Ｆ、－（ＣＨ２）１－６Ｃｌ、－（ＣＨ２）１－６Ｎ３、－（ＣＨ２）１－６Ｎ
Ｈ２または－ＣＮであり；Ｒ４ＣはＯＨ、ハロ、Ｎ３、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ”Ｄ、所望によ
り置換されたＯ結合型アミノ酸およびＮＲ”Ｄ１Ｒ”Ｄ２からなる群から選択され；Ｒ５

Ｃは、Ｈ、ハロ、ＯＨ、所望により置換されたＣ１－６アルキル、所望により置換された
Ｃ２－６アルケニルおよび所望により置換されたＣ２－６アルキニルからなる群から選択
され；Ｒ１ＤはＯ－、ＯＨ、－Ｏ－所望により置換されたＣ１－６アルキル、
【化４４】

からなる群から選択され；
　Ｒｃ１およびＲｃ２は独立して水素または重水素であり；
　ＲＣは水素、重水素、非置換Ｃ１－３アルキル、非置換Ｃ２－４アルケニル、非置換Ｃ

２－３アルキニルまたはシアノであり；
　Ｒ１Ｃは水素、所望により置換されたアシル、所望により置換されたＯ結合型アミノ酸
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、
【化４５】

からなる群から選択され；
　Ｒ６Ｃ、Ｒ７ＣおよびＲ８Ｃは独立して、不在、水素、所望により置換されたＣ１－２

４アルキル、所望により置換されたＣ２－２４アルケニル、所望により置換されたＣ２－

２４アルキニル、所望により置換されたＣ３－６シクロアルキル、所望により置換された
Ｃ３－６シクロアルケニル、所望により置換されたアリール、所望により置換されたヘテ
ロアリール、所望により置換されたアリール（Ｃ１－６アルキル）、所望により置換され
た＊－（ＣＲ１５ＣＲ１６Ｃ）ｆ－Ｏ－Ｃ１－２４アルキル、所望により置換された＊－
（ＣＲ１７ＣＲ１８Ｃ）ｇ－Ｏ－Ｃ１－２４アルケニル、
【化４６】

からなる群から選択され；あるいは、
　Ｒ６Ｃは
【化４７】

であり、Ｒ７Ｃは不在または水素であり；あるいは、
　Ｒ６ＣおよびＲ７Ｃは一緒になって、所望により置換された
【化４８】

および所望により置換された
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【化４９】

からなる群から選択される部分を形成し、Ｒ６ＣおよびＲ７Ｃに連結された酸素、リンお
よび前記部分は６員～１０員の環系を形成し；
　Ｒ９Ｃは、所望により置換されたＣ１－２４アルキル、所望により置換されたＣ２－２

４アルケニル、所望により置換されたＣ２－２４アルキニル、所望により置換されたＣ３

－６シクロアルキル、所望により置換されたＣ３－６シクロアルケニル、ＮＲ３０ＣＲ３

１Ｃ、所望により置換されたＮ結合型アミノ酸および所望により置換されたＮ結合型アミ
ノ酸エステル誘導体からなる群から選択され；
　Ｒ１０ＣおよびＲ１１Ｃは独立して、所望により置換されたＮ結合型アミノ酸または所
望により置換されたＮ結合型アミノ酸エステル誘導体であり；
　Ｒ１２ＣおよびＲ１３Ｃは独立して不在または水素であり；
　Ｒ１４ＣはＯ－、ＯＨまたはメチルであり；
　各Ｒ１５Ｃ、各Ｒ１６Ｃ、各Ｒ１７Ｃおよび各Ｒ１８Ｃは独立して、水素、所望により
置換されたＣ１－２４アルキルまたはアルコキシであり；
　Ｒ１９Ｃ、Ｒ２０Ｃ、Ｒ２２ＣおよびＲ２３Ｃは独立して、水素、所望により置換され
たＣ１－２４アルキルおよび所望により置換されたアリールからなる群から選択され；
　Ｒ２１Ｃは、水素、所望により置換されたＣ１－２４アルキル、所望により置換された
アリール、所望により置換された－Ｏ－Ｃ１－２４アルキル、所望により置換された－Ｏ
－アリール、所望により置換された－Ｏ－ヘテロアリールおよび所望により置換された－
Ｏ－単環式ヘテロシクリルからなる群から選択され；
　Ｒ２４Ｃは、水素、所望により置換されたＣ１－２４アルキル、所望により置換された
アリール、所望により置換された－Ｏ－Ｃ１－２４アルキル、所望により置換された－Ｏ
－アリール、所望により置換された－Ｏ－ヘテロアリール、所望により置換された－Ｏ－
単環式ヘテロシクリルおよび

【化５０】

からなる群から選択され；
　Ｒ２５ＣおよびＲ２９Ｃは独立して、水素、所望により置換されたＣ１－２４アルキル
および所望により置換されたアリールからなる群から選択され；
　Ｒ２７Ｃ１およびＲ２７Ｃ２は独立して、

【化５１】

、所望により置換されたＣ２－８オルガニルカルボニル、所望により置換されたＣ２－８

アルコキシカルボニルおよび所望により置換されたＣ２－８オルガニルアミノカルボニル
からなる群から選択され；
　Ｒ２８Ｃは水素、所望により置換されたＣ１－２４アルキル、所望により置換されたＣ

２－２４アルケニル、所望により置換されたＣ２－２４アルキニル、所望により置換され
たＣ３－６シクロアルキルおよび所望により置換されたＣ３－６シクロアルケニルからな
る群から選択され；
　Ｒ３０ＣおよびＲ３１Ｃは独立して、水素、所望により置換されたＣ１－２４アルキル
、所望により置換されたＣ２－２４アルケニル、所望により置換されたＣ２－２４アルキ
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ニル、所望により置換されたＣ３－６シクロアルキル、所望により置換されたＣ３－６シ
クロアルケニルおよび所望により置換されたアリール（Ｃ１－４アルキル）からなる群か
ら選択され；
　Ｒ”Ｃおよび各Ｒ”Ｄは独立して所望により置換されたＣ１－２４アルキルであり；
　各Ｒ”Ｄ１および各Ｒ”Ｄ２は独立して水素または所望により置換されたＣ１－２４ア
ルキルであり；
　Ｒ２Ｄ、Ｒ３Ｄ、Ｒ５ＤおよびＲ６Ｄは独立して、水素または所望により置換されたＣ

１－２４アルキルであり、
　Ｒ４ＤおよびＲ７Ｄは独立して、水素、所望により置換されたＣ１－２４アルキル、所
望により置換されたアリール、所望により置換された－Ｏ－Ｃ１－２４アルキル、所望に
より置換された－Ｏ－アリール、所望により置換された－Ｏ－ヘテロアリール、および所
望により置換された－Ｏ－単環式ヘテロシクリルからなる群より選択され、
　ｅは０または１であり；
　ｆおよびｇは独立して１、２または３であり；
　ｈおよびｊは独立して０、１、２または３であり；
　ｂは１または２であり；
　Ｚ１Ｃ、Ｚ２Ｃ、Ｚ３Ｃ、Ｚ４Ｃ、Ｚ１ＤおよびＺ２Ｄは独立してＯまたはＳであり；
　ただし、Ｒ２Ｃがハロであり；
【化５２】

が共に不在であり；Ｚ２が不在であり；Ｏ２がＯＲ１Ｃであり；Ｂ１Ｃが所望により置換
された
【化５３】

、所望により置換された
【化５４】

、所望により置換された
【化５５】
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、所望により置換された
【化５６】

、所望により置換された
【化５７】

および所望により置換された
【化５８】

からなる群から選択され、式中、Ｒａ２が所望により置換されたＣ１－６アルキルまたは
所望により置換されたＣ３－６シクロアルキルであり、Ｒａ３およびＲａ４が独立して水
素、非置換Ｃ１－６アルキル、非置換Ｃ３－６アルケニル、非置換Ｃ３－６アルキニルお
よび非置換Ｃ３－６シクロアルキルからなる群から選択され、Ｒａ５がＮＨＲａ８であり
、Ｒａ６が水素、ハロゲンまたはＮＨＲａ９であり；Ｒａ７がＮＨＲａ１０であり；Ｒａ

８が水素、所望により置換されたＣ１－６アルキル、所望により置換されたＣ３－６アル
ケニル、所望により置換されたＣ３－６シクロアルキル、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒａ１１および－
Ｃ（＝Ｏ）ＯＲａ１２からなる群から選択され；Ｒａ９が水素、所望により置換されたＣ

１－６アルキル、所望により置換されたＣ３－６アルケニル、所望により置換されたＣ３

－６シクロアルキル、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒａ１３および－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲａ１４からなる群か
ら選択され；Ｒａ１０が水素、所望により置換されたＣ１－６アルキル、所望により置換
されたＣ３－６アルケニル、所望により置換されたＣ３－６シクロアルキル、－Ｃ（＝Ｏ
）Ｒａ１５および－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲａ１６からなる群から選択され；Ｘａ１がＮまたは－
ＣＲａ１７であり；Ｒａ１７が水素、ハロゲン、所望により置換されたＣ１－６アルキル
、所望により置換されたＣ２－６アルケニルおよび所望により置換されたＣ２－６アルキ
ニルからなる群から選択され；Ｒａ１１、Ｒａ１２、Ｒａ１３、Ｒａ１４、Ｒａ１５およ
びＲａ１６が独立してＣ１－６アルキル、Ｃ２－６アルケニル、Ｃ２－６アルキニル、Ｃ

３－６シクロアルキル、Ｃ３－６シクロアルケニル、Ｃ６－１０アリール、ヘテロアリー
ル、ヘテロシクリル、アリール（Ｃ１－６アルキル）、ヘテロアリール（Ｃ１－６アルキ
ル）およびヘテロシクリル（Ｃ１－６アルキル）からなる群から選択される場合；Ｒ３Ｃ

はＨ、ハロおよび所望により置換されたＯ結合型アミノ酸からなる群から選択され；Ｒ４
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ＣはＯＨ、ハロ、Ｎ３、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ”Ｄ、所望により置換されたＯ結合型アミノ酸
およびＮＲ”Ｄ１Ｒ”Ｄ２からなる群から選択され；あるいは、Ｒ３ＣはＨ、ハロ、ＯＨ
、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ”Ｃおよび所望により置換されたＯ結合型アミノ酸からなる群から選
択され；Ｒ４Ｃは所望により置換されたＯ結合型アミノ酸であり；あるいは、Ｒ１Ｃは
【化５９】

であり、式中、Ｒ６ＣおよびＲ７Ｃは独立して、ｈが１、２または３である
【化６０】

であり；あるいは、Ｒ１Ｃは
【化６１】

であり、式中、Ｒ６ＣおよびＲ７Ｃは一緒になって、所望により置換された
【化６２】

および所望により置換された
【化６３】

からなる群から選択される部分を形成し、Ｒ６ＣおよびＲ７Ｃに連結された酸素、リンお
よび前記部分は６員～１０員の環系を形成し；
　ただし、Ｒ２Ｃが非置換Ｃ１－４アルキル、非置換Ｃ２－４アルケニル、非置換Ｃ２－

４アルキニル、－（ＣＨ２）１－６Ｆ、－（ＣＨ２）１－６Ｃｌ、－（ＣＨ２）１－６Ｎ

３または－（ＣＨ２）１－６ＮＨ２であり；
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【化６４】

が共に不在であり；Ｚ２が不在であり；Ｏ２がＯＲ１Ｃであり；Ｒ３ＣがＯＨ、－ＯＣ（
＝Ｏ）Ｒ”Ｃまたは所望により置換されたＯ結合型アミノ酸であり；Ｒ４Ｃがハロである
場合；Ｒ５Ｃは所望により置換されたＣ１－６アルキル、所望により置換されたＣ２－６

アルケニルおよび所望により置換されたＣ２－６アルキニルからなる群から選択され；
　ただし、Ｒ２Ｃが－（ＣＨ２）１－６Ｃｌであり；

【化６５】

が共に不在であり；Ｚ２が不在であり；Ｏ２がＯＲ１Ｃであり；Ｒ４Ｃがハロであり；Ｒ
５ＣがＨまたはハロである場合；Ｒ３ＣはＨまたはハロであり；
　ただし、Ｒ２Ｃが－（ＣＨ２）１－６Ｃｌであり；

【化６６】

が共に不在であり；Ｚ２が不在であり；Ｏ２がＯＲ１Ｃであり；Ｒ３ＣがＯＨ、－ＯＣ（
＝Ｏ）Ｒ”Ｃまたは所望により置換されたＯ結合型アミノ酸であり；Ｒ４Ｃがハロであり
；Ｒ５ＣがＨまたはハロであり；Ｒ１Ｃが
【化６７】

である場合、Ｒ６ＣおよびＲ７Ｃのうち少なくとも一方は、Ｒ２１Ｃが独立して所望によ
り置換された－Ｏ－ヘテロアリールおよび所望により置換された－Ｏ－単環式ヘテロシク
リルからなる群から選択される

【化６８】

であり；あるいは、Ｒ６ＣおよびＲ７Ｃのうち少なくとも一方は、ｓが１、２または３で
ある

【化６９】

であり；あるいは、Ｒ６ＣおよびＲ７Ｃのうち少なくとも一方は、ｓが０であり、Ｒ２４

Ｃが所望により置換された－Ｏ－ヘテロアリールまたは所望により置換された－Ｏ－単環
式ヘテロシクリルである
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【化７０】

であり；
　ただし、Ｒ２Ｃが－（ＣＨ２）１－６Ｃｌであり；

【化７１】

が共に不在であり；Ｚ２が不在であり；Ｏ２がＯＲ１Ｃであり；Ｒ３ＣがＯＨ、－ＯＣ（
＝Ｏ）Ｒ”Ｃまたは所望により置換されたＯ結合型アミノ酸であり；Ｒ４Ｃがハロであり
；Ｒ５ＣがＨまたはハロであり；Ｒ１Ｃが

【化７２】

である場合；Ｒ８Ｃは、Ｒ２１Ｃが独立して所望により置換された－Ｏ－ヘテロアリール
および所望により置換された－Ｏ－単環式ヘテロシクリルからなる群から選択される

【化７３】

であり；あるいは、Ｒ８Ｃは、ｓが１、２または３である
【化７４】

であり；あるいは、Ｒ８Ｃは、ｓが０であり、Ｒ２４Ｃが所望により置換された－Ｏ－ヘ
テロアリール、所望により置換された－Ｏ－単環式ヘテロシクリルまたは
【化７５】

である
【化７６】
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であり；
　ただし、
【化７７】

が共に不在であり；Ｚ２が不在であり；Ｏ２がＯＲ１Ｃであり；Ｒ２Ｃがフルオロであり
；Ｒ３ＣがＯＨまたは－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ”Ｃであり；Ｒ４Ｃがフルオロであり；Ｒ５Ｃが
メチル、エチルまたはエテニルである場合；Ｒ１ＣはＨ、

【化７８】

からなる群から選択され得ず、式中、Ｒ８Ｃは非置換アリールであり；Ｒ９Ｃは
【化７９】

であり、Ｚ２Ｃは酸素である、
前記式（ＩＩ）の化合物またはその薬剤的に許容できる塩。
【請求項２４】
　Ｒ２Ｃがハロであり、Ｒ５Ｃが所望により置換されたＣ１－６アルキル、所望により置
換されたＣ２－６アルケニルまたは所望により置換されたＣ２－６アルキニルである、請
求項２３に記載の化合物。
【請求項２５】
　Ｒ２Ｃが非置換Ｃ１－４アルキルまたは非置換Ｃ２－４アルケニルであり、Ｒ５Ｃが所
望により置換されたＣ１－６アルキル、所望により置換されたＣ２－６アルケニルまたは
所望により置換されたＣ２－６アルキニルである、請求項２３に記載の化合物。
【請求項２６】
　Ｒ２Ｄが－ＣＨＦ２または－（ＣＨ２）１－６Ｃｌであり、Ｒ５Ｃが所望により置換さ
れたＣ１－６アルキル、所望により置換されたＣ２－６アルケニルまたは所望により置換
されたＣ２－６アルキニルである、請求項２３に記載の化合物。
【請求項２７】
　Ｒ２Ｃが－（ＣＨ２）１－６Ｆ、－（ＣＨ２）１－６Ｎ３、－（ＣＨ２）１－６ＮＨ２

または－ＣＮであり、Ｒ５ＣがＨ、ハロ、ＯＨ、所望により置換されたＣ１－６アルキル
、所望により置換されたＣ２－６アルケニルまたは所望により置換されたＣ２－６アルキ
ニルである、請求項２３に記載の化合物。
【請求項２８】
【化８０】

が共に不在であり、Ｚ２が不在であり、Ｏ２がＯＲ１Ｃであり、Ｒ３Ｃがハロである、請
求項２３～２７のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項２９】
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【化８１】

が共に不在であり、Ｚ２が不在であり、Ｏ２がＯＲ１Ｃであり、Ｒ３ＣがＨである、請求
項２３～２７のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項３０】
【化８２】

が共に不在であり、Ｚ２が不在であり、Ｏ２がＯＲ１Ｃであり、Ｒ３ＣがＯＨ、－ＯＣ（
＝Ｏ）Ｒ”Ｃまたは所望により置換されたＯ結合型アミノ酸である、請求項２３～２７の
いずれか一項に記載の化合物。
【請求項３１】
　Ｒ４Ｃがハロ、Ｎ３、またはＮＲ”Ｄ１Ｒ”Ｄ２である、請求項２３～３０のいずれか
一項に記載の化合物。
【請求項３２】
　Ｒ４ＣがＯＨ、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ”Ｄまたは所望により置換されたＯ結合型アミノ酸で
ある、請求項２３～３０のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項３３】
　ＲＣが水素であり、Ｒｃ１およびＲｃ２が共に水素である、請求項２３～３２のいずれ
か一項に記載の化合物。
【請求項３４】
　Ｂ１Ｃが、

【化８３】

からなる群から選択され；
　式中、
　ＲＡＡ２が水素、ハロゲンおよびＮＨＲＪＪ２からなる群から選択され、式中、ＲＪＪ

２は水素、－Ｃ（＝Ｏ）ＲＫＫ２および－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲＬＬ２からなる群から選択され
；
　ＲＢＢ２がハロゲンまたはＮＨＲＷＷ２であり、式中、ＲＷＷ２は水素、所望により置
換されたＣ１－６アルキル、所望により置換されたＣ２－６アルケニル、所望により置換
されたＣ３－８シクロアルキル、－Ｃ（＝Ｏ）ＲＭＭ２および－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲＮＮ２か
らなる群から選択され；
　ＲＣＣ２が水素またはＮＨＲＯＯ２であり、式中、ＲＯ２は水素、－Ｃ（＝Ｏ）ＲＰＰ

２および－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲＱＱ２からなる群から選択され；
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　ＲＤＤ２が水素、重水素、ハロゲン、所望により置換されたＣ１－６アルキル、所望に
より置換されたＣ２－６アルケニルおよび所望により置換されたＣ２－６アルキニルから
なる群から選択され；
　ＲＥＥ２が水素、ヒドロキシ、所望により置換されたＣ１－６アルキル、所望により置
換されたＣ３－８シクロアルキル、－Ｃ（＝Ｏ）ＲＲＲ２および－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲＳＳ２

からなる群から選択され；
　ＲＦＦ２が水素、ハロゲン、所望により置換されたＣ１－６アルキル、所望により置換
されたＣ２－６アルケニルおよび所望により置換されたＣ２－６アルキニルからなる群か
ら選択され；
　Ｙ４およびＹ５が独立してＮまたはＣＲＩＩ２であり、式中、ＲＩＩ２は水素、ハロゲ
ン、所望により置換されたＣ１－６アルキル、所望により置換されたＣ２－６－アルケニ
ルおよび所望により置換されたＣ２－６－アルキニルからなる群から選択され；
　Ｗ２がＮＨ、－ＮＣＨ２－ＯＣ（＝Ｏ）ＣＨ（ＮＨ２）－ＣＨ（ＣＨ３）２または－（
ＣＨ２）１－２－Ｏ－Ｐ（＝Ｏ）（ＯＷ２Ｃ）２であり、式中、Ｗ２Ｃは不在、水素およ
び所望により置換されたＣ１－６アルキルからなる群から選択され；
　ＲＧＧ２が所望により置換されたＣ１－６アルキルであり；
　ＲＨＨ２が水素またはＮＨＲＴＴ２であり、式中、ＲＴＴ２は独立して水素、－Ｃ（＝
Ｏ）ＲＵＵ２および－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲＶＶ２からなる群から選択され；
　ＲＫＫ２、ＲＬＬ２、ＲＭＭ２、ＲＮＮ２、ＲＰＰ２、ＲＱＱ２　ＲＲＲ２、ＲＳＳ２

、ＲＵＵ２およびＲＶＶ２が独立して水素、Ｃ１－６アルキル、Ｃ２－６アルケニル、Ｃ

２－６アルキニル、Ｃ３－６シクロアルキル、Ｃ３－６シクロアルケニル、Ｃ６－１０ア
リール、ヘテロアリール、ヘテロシクリル、アリール（Ｃ１－６アルキル）、ヘテロアリ
ール（Ｃ１－６アルキル）およびヘテロシクリル（Ｃ１－６アルキル）からなる群から選
択される、請求項２３～３３のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項３５】
　Ｂ１Ｃが
【化８４】

であり、ＲＢＢ２がＮＨ２であり、ＲＧＧ２が非置換のＣ１－６アルキルであり、ＲＨＨ

２がＮＨ２である、請求項３４に記載の化合物。
【請求項３６】
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【化８５】
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からなる群から選択される化合物またはその薬剤的に許容できる塩。
【請求項３７】
　インターフェロン、リバビリン、ＨＣＶプロテアーゼ阻害剤、ＨＣＶポリメラーゼ阻害
剤、ＮＳ５Ａ阻害剤、抗ウイルス化合物、式（ＡＡ）の化合物、式（ＢＢ）の化合物およ
び式（ＣＣ）の化合物、または前記化合物のいずれかの薬剤的に許容できる塩からなる群
から選択される一つまたは複数の作用剤と組み合わせでＨＣＶ感染症を改善または治療す
るための医薬組成物。
【請求項３８】
　一つまたは複数の作用剤が、化合物１００１～１０１６、２００１～２０１２、３００
１～３０１４、４００１～４０１２、５００１～５０１１、６００１～６０７８、７００
０～７０２７および８０００～８０１６、または前記化合物のいずれかの薬剤的に許容で
きる塩からなる群から選択される、請求項３７に記載の医薬組成物。
【請求項３９】
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【化８６】
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からなる群から選択される化合物またはその薬剤的に許容できる塩を含む、ピコルナウイ
ルス科ウイルス感染症を改善または治療するための医薬組成物。
【請求項４０】
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【化８７】
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からなる群から選択される化合物またはその薬剤的に許容できる塩を含む、フラビウイル
ス科ウイルス感染症を改善または治療するための医薬組成物。
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